
ホームページ公開資料 

臨床研究におけるデータ利⽤に関する資料公開 
わたなべ整形外科運動器クリニックでは、下記の臨床研究を⾏っており、下記「研究対象となる⽅」に該当する

⽅への評価データ利⽤に関するご協⼒をお願いしております。 

  同意をしない場合や同意を撤回された場合も、患者様の不利益になるようなことは決してありません。もし、

わからないことがありましたら、どんなことでも構いませんので、いつでも担当研究者に質問してください。 

 

研究テーマ  

「成⻑期腰椎分離症患者の⾝体的特徴 股関節回旋可動域と⼤腿⾻前稔⾓に着⽬して」 

 

研究の⽬的 

 成⻑期腰椎分離症に⾄る患者様と分離症に⾄っていない患者様の⾝体的特徴を⽐較し、腰椎分離症患者特有の

⾝体所⾒を明らかにすることで、より確かで根拠のあるリハビリテーションを⾏えるようにすること。 

 

研究対象となる⽅ 

 ⼩学⽣〜⾼校⽣で、運動器リハビリテーションを⾏っている⽅、または過去に当院でリハビリテーションを⾏

っていた⽅。腰部〜下肢に⾻折・靭帯損傷・脱⾅などの器質的疾患の診断を受けている⽅は対象外となります。 

 

利⽤する検査データ 

性別、⾝⻑、年齢、疾患名、運動歴、利き⼿、蹴り⾜(サッカー選⼿の場合) 

競技種⽬(陸上選⼿の場合)、現在⾏っているスポーツ、過去に経験していたスポーツ、スポーツ実施頻度、 

スポーツ実施時間、疼痛強度、筋⼒検査結果、関節可動域検査結果、筋⾁の柔軟性評価結果 

  ＊⽒名、住所、学校名など個⼈が特定できる情報を使⽤することはありません 

研究⽅法 

 収集したデータを分離症患者様のデータ、分離症ではない患者様のデータにそれぞれ分類します。 

 分類したデータを各測定項⽬ごとに統計的⼿法を⽤いて⽐較検討し、両データの相違を考察します。 

 

研究による負担・リスクについて 

 本研究で実施する検査は⽴った姿勢での前屈や反り、ベッド上で座り姿勢、寝姿勢で⾏うことに限局されるも

のであり、検査中の有害な疼痛等の発⽣可能性は極めて低いことが考えられます。仮に有害な疼痛等が発⽣し、

研究対象者が医師による診察を希望する場合は、検査を即中⽌し、医師による診察を受けていただきます。 

 

検査結果の⼆次利⽤について 

 この研究で取得した評価結果を今後、他の研究に使⽤することがあります。 

 その際も⽒名、住所、学校名など個⼈と特定できる情報は使⽤しません。 

  



 

プライバシーの保護について 

  今後、研究会や学会で本研究内容を報告することがありますが、プライバシーを守るために、これらの報告

では患者様個⼈に関する情報(特に住所、名前等)が外部に漏れないように慎重に配慮いたします。研究に関す

るデータを作成する際は、患者様の名前ではなく、全く新しい番号をつけて管理し、そのデータだけでは誰の

データかわからないようにします。また、保管されるデータは保管期間をすぎた際は紙データはシュレッダー

による、電⼦データは保存される USB メモリを物理的に破壊することにより破棄します。また本研究データ

を他機関に提供することはありません。 

 

同意をいただいた際の協⼒費について 

 本研究では協⼒費をお⽀払いしていません。また研究者等の研究に係る利益相反はありません。 

＊利益相反：ある⾏為によって⼀⽅が⼤きな利益を上げるとともに、もう⼀⽅への不利益になる⾏為のこと 
 

研究概要の公開について 

 本研究の概要は当院ホームページでも公開されています。 

 「臨床研究の情報公開(オプトアウト)について」からご確認ください。 

 

研究機関および研究担当者と問い合わせ先 

① 医療法⼈ WOMSC わたなべ整形外科運動器クリニック 

〒465-0094 愛知県名古屋市名東区⻲の井 1-214-2  問い合わせ先：052-704-4711  

研究責任者：渡邊 裕規 (院⻑) 

研究担当者：⼭⽥ 恵太 (リハビリテーション部) 

共同研究者：柴⽥ 純⼀ (リハビリテーション部) 

共同研究者：横澤 研太 (医事検査部) 

 

② 佛教⼤学 保健医療技術学部 理学療法学科 

共同研究者：伊佐次 優⼀(同学部助教) 

 

＊お問い合わせに関しましては①でのみお受けいたします。 

 

 


